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リスクマネジメント研究会　出版プロジェクト

1. プロジェクトの定義

（1） 目的：中小企業オーナーにリスクマネジメント手法を活用してもらう。

（2） 目標：＜直接的＞重版！売れる本を作る。

　　　　　　 ＜間接的＞会員のコンサルティング受注への貢献

（3） 成果物：２００ページ、１５００円前後での発売。

 リスクマネジメントについて、事例を織り込みながら、実践できるようにやさし

い言葉で伝える。

経営コーナーもしくは社長業コーナーに置く。

初版2000部

（4） 概要スケジュール：

4月骨子原案作成

6月基本プランの決定→出版会社の探索

   執筆分担

9月原稿上梓

07年1月出版

（5） リスク：出版社の決定

　　　　　　　 テーマ設定の失敗

リスク全般を対象とすると広すぎて、収集がつかなくなるかもしれない。

（6） 前提条件：リスクマネジメントは中小企業経営に役立つ。

　　　　　　　　 リスクマネジメントをやさしく伝える本はない。

　　　　　　　　 書店の経営コーナーもしくは社長業コーナーに置かれる方が売れる。

運用ルールの策定

プロジェクトチームによる作業補完

メーリングリストによる情報交換

（7） 実施上の制約：研究会は１ヶ月に１回開催。

（8） 特殊リソース：「JISQ2001：2001リスクマネジメントシステム構築のための指針」

「診断士の目」資産の活用

（9） 今後の調査項目：出版会社の探索

「診断士の目」の分析

（１０）プロジェクトチームの概要

人員構成：佐々、山根、河毛、東條、塩見、北村、笠原

活動目的：研究会での議事運営を効率よくするため

活動内容：事前調査による資料作成。研究会前にメーリングリストで配信。

研究会とは別日程でのミーティング。（中小企業会館B1）

以上

出版プロジェクト　プロジェクトチーム活動予定

構成メンバー：佐々、山根、河毛、東條、塩見、北村、笠原（敬称略）

開催日時：第１回　３月２３日（木）１８：００から

　　　　　第２回　４月６日（木）１８：００から

開催場所：銀座　中小企業会館B１

目的：４月２０日（木）のリスクマネジメント研究会にチーム骨子案を提出し、決定する。

第１回アジェンダ：「誰に、何を、どのように伝えるのか」チーム案の決定

誰に…ターゲットの決定

何を…リスクマネジメントのどのエッセンスにフォーカスするか

どのように…本の構成の概要を決定

前提条件：ベストセラーではなく、入門本として息が長い定番商品の座を狙う。

　　　　　プロダクトアウトではなく、マーケットインの発想で作る。

事前準備：

（１）マーケットを知る

実際に本屋に行き、具体的イメージをつかんでください。

想定するターゲットが買いたくなる本を手にとってみてください。

ページ数、価格、タイトル、レイアウト等をメモしてください。

できれば内容は別として、参考にすべき本があれば持ってきてください。

（２）リスクマネジメントを知る

「JISQ2001：2001リスクマネジメントシステム構築のための指針」の読み込み

ココで買えます→http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/General/FlowControl.jsp

＜参考＞３月例会での意見

ターゲット：オーナー社長、中小企業経営者、取締役

構成：前半を気を引くキーワードをタイトルとした事例中心に、後半を基本的共通技法等ノウハウを中心にする。

片ページに事例を、片ページにその理論分析を

第２回アジェンダ（予定）： 必要な作業の洗い出し 

プロジェクトスケジュール

タイトル案（いかに手にとってもらえるか？）

「診断士の目」の分類方法　等

以上

